
AWS COST EXPLORER から一歩踏み込んだ

コスト分析/最適化の始め方 
 

１．はじめに  

 

皆さんは AWS の利用料を把握する際にどのような確認をされていますでしょうか？ 

 

パブリッククラウドの普及に伴い、オンプレミス環境で必要とされていた設備投資が不要となった反面、ランニング

のコスト管理が重要となり予想外の請求が発生しているお客様も少なくはありません。 

 

利用した分だけをオンデマンドで支払う点はクラウドのメリットでもありますが、パブリッククラウドの利用が加速

される昨今では、数十を超える AWS アカウント、数百を超えるインスタンスの稼働は当たり前のようになってお

り、コスト管理が煩雑化しています。 

そんな中、システム管理者には長期的かつ継続的なコスト管理/改善の視点が求められています。 

 

そこで本記事では、Cost Explorer を利用して行える AWS コストの可視化方法から始まり、弊社ビリングツールを利

用したお客様セルフでのコスト分析/最適化の方法をご紹介いたします。 

 

２．COST EXPLORER によるコスト可視化  

 

Cost Explorer では大きく分けると以下 3 つのレポートを参照可能です。ここでは、「コスト使用状況レポート」によ

る現在の AWS 利用状況の可視化方法をご説明いたします。 

 

# グループ名 内容 

1 コスト使用状況レポート サービスやリージョン、タグ単位で利用量を表示 

2 SavingsPlans の使用状況/カ

バレッジレポート 

SavingsPlans の利用率、カバレッジ率を表示 

3 RI の使用状況/カバレッジレ

ポート 

RI の利用率、カバレッジ率を表示 

 

レポートは以下の 3 つを指定することで表示されます。 

 １）期間 ：表示期間、表示単位(月、日別) 

 ２）グループ ：表示内容の内訳(サービスやリージョン、タグ単位 etc) 

 ３）フィルタ ：表示対象のフィルタリング(サービスやリージョン、タグ etc) 

ここでは直近 3 ヶ月の AWS 利用料を月単位で、東京リージョンにおける EC2 と RDS、S3 のサービスだけに絞って

表示させます。 



直近 ヶ月の利用量の内訳として の利用が 月だけ高いことが分かります。

基本的なオペレーションとしてはシステム管理者がこのように各月や日毎の利用量を確認することとなりますが、レ

ポート機能以外にも のコスト管理として 予算機能 を用いたアラート通知や請求書のダウンロード機

能等が提供されています。

３． の利用に際する課題

これまでに説明したレポート機能を利用することで、突発的に利用料が高くなった場合にアラートを検知、どの利用

料が高くなっているかを確認することは可能です。

ただし、コスト管理の観点から以下課題があります。

課題①：マルチアカウント対応

複数の アカウントをご利用いただいているお客様において、 一括請求機能 の利用有無に関わら

ずアカウント横断的なコスト管理に対する課題があります。

にて請求アカウントを設定している場合は、複数のアカウントに跨って利用料を把握可能ですが、

ユーザ毎に参照できるアカウントを制限できません。

また、 を利用していない場合はアカウント単位でしか利用料を確認できないため、複数アカウントに

跨ったコスト分析が行えません。



課題②：柔軟なコスト分析

を利用したコスト可視化方法には、以下 つの課題があります。

課題② 利用料の分析を多段で行えない

→ フィルタ条件は複数指定可能であるが、コスト構造を多段表示できない

課題② 標準提供されているレポート以外は手動でのコスト分析が必要となる

上記課題に対応するためには の出力設定を行い、膨大なデータを加工して手動計算す

る必要があります。

課題③：レコメンド機能

にはインスタンスタイプの適正化や 購入を推奨する、リソース最適化の機能が提供されています。

ただし、インスタンスタイプの適正化や 購入それぞれの機能が独立しており、最終的にどれだけのコスト削減効

果があるのかが分かりづらい構成となっています。

＜補足事項＞

なお、リセラー経由で 環境をご利用の場合は、 自体の利用が制限されており、リセラー独自のコ

ストツールをご利用いただく形になります。



４．弊社ビリングツールの特徴

ではこれらの課題を解決する独自のビリングツールを用意しております。

が提供する基本的なコスト可視化の機能を透過的に有しており、一般的な他社ツールと比較しても、コ

スト分析 最適化に特化した機能をお客様にご提供可能です。

特徴①：アカウント横断でのコスト可視化 分析

特徴②： ライクなコスト分析



特徴③：レコメンド機能

５．さいごに

のコストを最適化するにあたっては、初期導入時だけでなく運用フェーズも含めお客様自身でコスト改善のサ

イクルを回すことが重要となります。

本ビリングツールは弊社お客様の生の声を反映させながら開発された製品となりますので、ご利用いただくことでお

客様の困りごとにお役立ちできると考えております。




